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柮謚湾初鳥沖にある化学合成生物群集はプレート衝突による冷水湧出耆生物群築であるとさ

れていたが。局所的に高い温度異常があることから熟水噴出孔生物群襲の特徴６有する可能性

が指檎されてきた。そこで，初ａ沖群桑の梟物相（大型鰛脊椎動物）を初島沖から約30km 曜

れ た河lノ山堆冷水湧出帯生勧昨集と約1 ぷokm 沖 繩 トラ７噂奄西海丘為水喰出孔癨物艝箟 そ

して初島沖群襲周辺の非化学合成生物群集の菊物相との共通性を調べ，さらに世界中の化学合

成生物群集と比鮫することにより，勁物扣が熱水唄出孔生物翦・ と冷水湧出帯生物町襲のどち

らの蒔破を有するか澗ぺた。動物相の|司有性から見ると。初島沖群集は。沖ノ山坩群集に比べ

熱水噴出孔生物群集に特異的に出現する動物群が多く出現していた。一方で，』甸奄西誨丘は，

熱水噴出孔生物群集に特異的に出現する動勧群ｶ 啅 趙していた。また，太平洋における化学合

成生物群集即】の共晒動物|ぽの出裂から，地屆的に不連続に俺震しているｉ 太平洋，南西太平

豕 西太平洋の渭･集問には通jﾐにおいて何らかの生勧地111学 的繋がりがあ ，たことが考えられ

た。
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The bathyal chemosynthetic community called Off Hatsushima Site in Sagami Bay has been sugges

ted to be characterized by a cold seep createdby plate convergence.Howev-er,high-temperatureanomalies exist in local areas associated withrust colored seabedand some Calyptogena colonies at the site.Therefore,this community represents both cold seeparea and a hydrothermal vent area.This  study compared  i lie launat similarities between  the Off Il≪uRush>m≪i Site arid three
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reference  communities  ; Okinoyania  Bank  Sue.  a cold  seep  : Minami-Ensei  Knoll, a hy≪

drothermal  vent:  and  a bathyal  community  near  Che Off HaUushima  Sue  which  is non-

chemosynthelic.  furthermore,  faunal  compositions  were  compared  Co chemosynthetic

communities  worldwide.  From  these examinations,  the fauna) characteristics of the Off

Hatsushtma  Site were  discussed.

The  results show  that  the mesabenthos  fauna  of ihc  Off Hatsushima  SUe  contained

more  vent  taxa  than  the  Oklnoyama  Bank.  However,  fauna  of the Minami-Ensei  Knoll

wa$  dominated  by  vent  taxa. From  faunal  similarities between  different chemosynthc-

tic communities  in the  Pacific, a biogeograprtic  relationship  appears  present  between

chcmosyntlictic  communities  in the west, southwest  and  east Pacific.

Key words:Community ecology, Off Hatisishi

ma Site, Hydrothemal Vent, cold Seep,Calyp
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１．は じ め に

ｉ 個では，相模湖初島沖の化学合成生物群集の群集構

造について，沖ノ山堆冷水湧出帯生物群集， 南奄西海丘

熱水噴出孔生物群集，初島沖群襲周辺の漸深海靨非化学

合成生物群集と順位一相関量関係，多様度拑数， 類似度

とい った指標を用いて定量的 な比較を行りた【藤倉ほ

か，】995a)。そして， 初島沖群集は，近・ 離に位ｉ する

沖ノ|｡1｣堆群襲や接する非化学合成生初群集よりも， 南奄

西海丘熱水群集|こ類似した特徴を有ずることが結論され

た。

そこで，前報の群集構造に引き続き，本研究では， 初

島沖群集の大型無脊椎働物相 のla甬'性を把握するため

に。 沖ノ山堆群集・南奄丙海丘群集に加え世界各地の化

学合成生物 群集との動物相の共通性・非共通性を調べ

た。 さらに，初島沖群・ を含め日本周辺から，南西太平

洋 一束太平洋にある群梨間の共通性についても検討した

ので報告する。

２．調査方法および材料

初励沖群集および周辺の非化学合成生物群集の屑表

は，35 °00.2'N, 139°135'E付近を巾心に， 初島の南東沖

約7km 地点の水深574 ～1.338m で，ｒしんかい20001

「ドルフ４ンー3K｣!. fJAMSTEC Deep Ｔｏｗ Ｃａｍｅrａ｣ を

111い て 行 っ た。/  ill堆 群 集 の 調 査は34 °58.2'N.

】39°31,6'Ｅ,水深約l,100m 地点をIlj心に調査し，崩奄丙

海丘では，BII･|圸(28 °24.4'N､127°37.91E付近) とCI ・|地

(28 °23.31N,127°38.31E付近) の両yJ･を｢ しんかい2000｣

による,洵fiを行った。

化７:介成唯物群襲の固有柯と非化学合成生物群襲から

侵人したゲスト種のIX分は，前報C 藤介ほか｡ 】9951)に
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し たが った。 諏海域にお け る化学 合成 生勧群集 は，各 々

の昨集同 は独 立して存在 し地理 的に遡鎰 ではな く，主に

プレ ート境 界に 沿 うて位 置し ている（図1 ）。 これら の群

集 の動物 扣 と， 本研究 で調 査 した ３か所 の化学合成 生物

群集 の勦勧 相を比 鮫する ことによ って動 物群の固 有性に

つい て検討 し た。 さらに，科 レベ ルの分 類俳につ いて，

世界 各地 の化学 合成 生物群集 と初 島沖。 沖ノ山堆。 南奄

西淘 丘問 との共湎 係数（ＣＣ）（Ｊａｃｃｌrd.1902 ）を 以 下の

式に し たが って求 めた。

ＣＣ＝c/（ａ十b-c)

a,b: 両 群 集の分 類群数

ｃ：両 俳災に共通 の分 類酉数

ま た， 蕀 レ ベルで初鳥沖，沖 ／lll堆 。 南 奄西淘丘|司の

共通性 と， さらに 世界各地の111集 と の共・ 性 から群梨 倒

の生物地111学 的 考察を 行 った。

３． 化学 合成生 物群集動物 相 の固有性

初島沖 からは23 佃 ， 沖 ノ111垠 か らは13 稠 ， 南奄西海

丘から は24 種 の人 型底 生性劔 脊椎動 物か 化学 合成 生物

群集に同有種 として山現 した（表l ）（藤倉 ほか，1995a ）。

次に，主 要分類 酢ご とに 分布特性を述 べる。

（1） 多毛綱 （Ｐｏｌyｃｈａｅtａ）

初鵬 沖 から111現 し た ヤドリ ゴカ イ科Nauti 】iniellidae

の カ ギ ヤドり ゴカ イＳゐj・ 鈿21 ｓ礑 ａ㎡・71ｓjs は シ ロウりガ

イCalyptogena ｓojりａ?.yVaxsＩ滷 湎a6j 鈿ｙｘｘx匈 は スエヒ

ロキヌ タレガ イAchar> 心j6 加 ｓｕj ，ヤ ドlg ゴ カ イ科 のＩ

和 Ｎａｕliliniellidae gen. ｅtsp. は オ ウナガ４ Conckoceie

disjuncta と 。 すべて1 枚 Ｕを 宿IE と し た寄生種 であ る。

沖 ノIII堆 で も， こ れら宿ｔ1 枚 Ｕ は分 布し てい るに もか

か わらず，S.s 嶇・ntiensis とNautilincellidae  gen.  ct。

JAMSTEC  -J. Deep  Sea Ｒｅｓ,｡12 (1996 】



図 １ 世 界 の 化 学 合 成 生 物 群 集． 破 線 はプ レ ー ト境 界 を 示 す． 囗 ：初ａ 沖 ． ● ：冷 水 湧 出 僭 生 物 群 桑． ▲ ：熱 水唄 山 孔 生 勧 黻

搨

Fig.  1 Lo  cations ０１ chemosynlhelic communities in the w ｏrld'ｓｏｃｅａｎs.Br ｏｋｅｎ lines show plate boundaries. 囗 ：

Ｔｈｅ ０１ｆ Ｈａｌｓｕｓｈｉｍａ Site. ● ：Seep community. ▲ ：Venl community, ｜：Okinoyama Bank Ｓｉｌｅ．２：Japan

Trench,  3：Surusa Bay.  4 ： Nankai Trough. Ｓ：ＫａｇＱｓｈｊｍａ Ｂｌｙ．６：Murolo ａｎｄ A&hizuri χｎｏｌｌｓ、７：Minanu-

Ensei ＫｎＯ１１.8 ： ｌｈｅｙａ Ridge. ９：Izena Hole. １０： Ｍｏｋｕｙｏ Seamounl.  11 ： Suiyo Seamount. １２：Kaikata

ＳｅａｍＯｕｎｌ，１３：Ｎｉｋｋｏ Seamounl, １４：Ｍ酊ｉａｎｌ Trough, 15 : Meiiiis Basin. 16:North Fjjj Ba ｓin. 17 : Laｕ Basin.

】8:Ofl Paramushir,  19:Explorer Ｒｉｄｇｅ，匐:Juao de Fuca.  21 : Ａχ;ial Seamount. 22: ＯrｅｇＯｎ Ｓりbduclton

Zone.  23:Gorda Ridge. 24:Monterey Bay.  25 : Guaymas Basi ・. 26:E 譌t Ｐａｃ訛ｃ Ｒｉs4 21 °Ｎ.27 こEa&t  Pacific

Rise 13 °Ｎ，2S: Ｇａｌａｐａｇ{}s Rill.29: Ｌａｕｓialla Slope,  30:Florida Escarpment.  31 : Mid-Allanlic Ridge 26' Ｎ

(ＴＡＧ１.32 : Mid-Atlantic Ｒｉｄｇｅ ２３°Ｎ. 33 : North Sea.

sp. は 確 認 さ れ て い な い． 一 方， カ ギ ヤ ドIJ ゴ カ イ祠

Shinkai で は ， ミナ ミヤドリゴカ イS.  longip ㎡ ａ＆2が 伊

平曜海嶺 の シロウ りガ イ属 の１種Calypiogena  sp. に 寄

雀 し(Mi ｕrａａｎｄＯ１１tａ,1991) ，ま た南 奄丙海 丘のエ ンセ

イシロ ウりガ イＣ.ｓ㎡tdissima に もlal属 種 が寄生 するこ

とから( 三 浦，私 信) ， カ ギヤド リゴカ イ属は，宿主とし

てシロ ウ リガ イ鵑 二枚 貝を選択 し てい ると 考え られる．

ま た， ヤ ドIJ ゴ カ イ 科 の 別 種 はi刳 奄 西 海 丘 か ら

Mylil ぱiphila  okinawaensis と 涎. －・iensii 。が 出現 し

た。M.
 ckinawaensis

は ，シ ンカイヒバリガ４ 加 功y 踟０-

diotus μ μ･liclｓ と カ ズキシ ンカ イヒパIJ ガ イａ. ㎡.

㎡ 汕 鈿s に も寄夲.し てい るが，初島沖 ，沖 ノ|||堆 に は認 め

られ てい ない． しかし，Ｍ. 必inaieaensis lj ， 伊 平尾海

崩の シ ンカ イヒ パリガ イに寄 生 してい る(Miura and

Hashimolo,  1993)<. 本 科 は11 本洶 洶 のナギナ タシロウり

ｰ,XJ ●　.l　.|･f......j..卩 ゛IXil･-J- z 麁し.･s;iII..a r'/J

g回l‘ａｊａを 模式指と して剛設 され た科 で(Miura ａｎｄ

Ｌａｕbier.1989) ， メ キシコ灣 のFlorida Escarpment の

天 然 ガ ス湧 出 城 か ら同 科 の１ａ ゐ,･・rus ｓｓｃｔｏｓlg ｓ と

Flasca ゆ・ ｓj必･ｓ が 畩認 されている(Blake.  1993)。一

力･， 同 抖の種は化学 合成生物 群集が認 められていない カ

りフｔ ルニ ア沖から μiura  spiuosa, と メ キシコ沖 から

Santeima  miraseta が 報 告さ れており。 これらも二枚 貝

に 寄生 してい ると考え られている(Blake,  1993) 。 し た

が って， ヤドりゴカイ科 は科としては，化学 合成生物 諄

搦に 固有 とは断定 できないが，化学合成生物冐 集のなか

では。熟水 ・冷 水・天然ガ ス湧出 域といった多様な タイ

プの群 集に わた-1 て 分布している(1912) 。

初 島沖 の 矜ポ'omystides 加 心丿sftimaertsisは･ヽオり ム

シのｌ柘 £amellibrach･･'ａ ｓp.の 棲 管に 忖19 し て い たが，

沖 ノ|||堆 の･ヽオリムシ類 からは認められなかった。本柵

が属 するProlomystidcs  ＼&の 裃は。 非化学合成叱物膺 集
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表 ｜ 初 岡 沖 ・沖 ノ 山 瓊 ・南 奄 西 海 １ の ３化 学 合 成 生 勧 群 集 か ら 出 現 する 化 学 合 成 生 物 群 集 に 岡 有 祠 の 出 現 状 況 亠 固 有 鮭 の 特

徴 。 ÷ ：出 瞿 一 ；未 確 認 ， Ｍ ＥＫ ：ｉ匆奄 西 海 丘 ， ０ＢＳ: 沖 ノdl 堆 ，011S ； 初口 沖 。 ａ： 稲 レ ベ ル よ り 高 い 分 類 郡 で固 有

性 が 弛 く。 主 に 熱 水 噴 出 孔 生 物 群 集 に 分 布 ， ｂ：種 レ ベ ルよ り 商 い 分 類 群 で凶 行 性 が強 く， 主 に 冷 水 湧 出 帯 生 物 俳 集 に

分 布 ， Ｃ；竸 レ ベ ルよ り 高 い 分 類 群 で固 有 性 が 強 く ，１ 集 の タ イ プ と 觝 関 係|ご分 布 ，ｄ：極 レベ ル で 固 有 で ， 同属 葭 か 主

に熱 水噴 出 孔 生 物 群 集 に 分 布 ，・：種 レベ ル で固 有 で， 同 岡 種 がａ・ の タ イプ と 鰄 闥ｉ に 分 布

Ｔａｂｌｅ ｌ Ｏｃｃｕrrｅｌｃｅ and obligation ｉｎ' ｌｈｅ chemosynthetic communities lromlhRe SjleS : ihe Minami-Ensci Knoll

Ｓｉｌｅ.ｌｈｅ Ｏｋｉｎｏyａｍａ Bark Silc. and Ihe Ｏrr Halsushuna Site. ＋: ｏｃｃＩrrｅｄ，－: ｎｏｌ observed. Ｍ ＥＫ:

Ｍｉｎ霾mi-Ensei Ｋｎｏ】|｡０ＢＳ:Ofcmoyama Ｂａｎｋ Site.  OHS:011 Halsushima Site. Category of obligalion in

the chemosynthelic ｃａｍｍｕniljcs: ａ: Ｔｈｅ ｌｌχ０１ (laxonomic level  is higher than species) ｍａｉｎ}ｙ distribute

ａt ｖｅｌｌ ｃｏ㎜ｍｌｌｉtieｓ.ｂ:Tbe laxon (taxonomies 凵evd j ｓ lliSher tllan s  pccles) majll ｙ djｓlribｕtｃ ai seep

communities. C:The la χＯｎ (taxonomlc  level  is higher  than species) mainly distribute at both types  (vent

and Seep} Ｃｏｍ 圜ｕnjlieS，d : Ｔｈｅ tａχon (taxonomic level is lhe species 】mainly distribute ａt vent

communites.  e ； The tａχon ｇｌａｘｏｎｏｍｉｃ level is the species] mainly distribute al both ly Ｐｅｓ {ｖｅｎt ａｌｄ ｓｅｅｐ}

ｃｘｌｍｍｕniljc ＆

学 合 成生 物 群 集 か ら はGalapagos Rjfl. 東 太 平 洋海 膨

13°N. 21°N, Mariana  Trough に 瓦 ａｎ・,･'dssoniが 共il

に 山 現 し(Blake,  1985 ； Hcssler ａｎｄ Lonsdale. 1991) ，

Juan de Fuca とExplorer Ridge に Ｍ ・nticola が 分

布 している(Blake and Hilbig. 1990) 。 よ｡ て ，化学合

成生勧 群集 のなか では，初島沖 と沖 ノ|||堆 以 外か熱水喰

出孔生物 肝梨 であ る。

|躬奄西而11 か らJjl現 Ｌ たウ ロコムシ科Po 】yｎｏｉｄａｅの

扮xxｄ 心)c心 ｓｌμjfj&ｏｌｓｇは。 シ ンカ イ1=“ リガイ餌二

枚 貝に寄生 しており。り1是 名淘穴，洵JS 翩11 ，Ｎｏｌ･Ih Fiji

Ba ｓin.|. ａｕ　 Ｂａｓin に も出現 するが　CMiura　and

JAMSTEC Ｊ． ０●疸ｐ Ｓ●ａ Ｒｅｓ｡12 119961

に も 普 通 に 出 現 す る が，東 太 平 洋 洵ｓ21 °Ｎ にR

j)ａμilosa,  Juan de Ｆｕca とExplorer Ridge にP.  ver-

el袙ｇ が分布 してお り(Blake,  1985 : Blake ａｎｄ Ｈｊ】big，

j990) ，|司 科 別 鰄 冽1はGalapogos Rif 口 こ Ｇａｌ崢 嚶り･

ｓｙ汕･des aristaia が 分 布してい る( Ｂｌａｋｅ,1985) 。 し た

ヵ６ で，本科 の種 は化学 合|戉４ 物 群・ のな かで も， 初励

沖以外 は熱 水|噴山孔 生物j17集 に 分 布し てい るこ とに な

る。

初 島 沖 と沖 ノ|||堆 の 共ij 扣 で あ るNicomache ohiai

は ， こ の 両 暦 染 以 外 か ら は 忽 め ら れ て い な い。

･Ｖｊａｓａｃ舳 叫!j 非 化'？ 介成生物群 襲に 矜ａ であ るが。疣



図 ２ ヤ ド リゴ カ イ科 多 毛 騙 の 分 布 ． 口 ：初 島 沖 ， ● ； 冷 水 湧 出僭 生 物 群 集 ． ▲ ：魚 水 噴 出 孔 生物 群 集 ． ０ ：化学 合 成 生 勧 群

襲 未確 認

Fig.2 （;ｅｏｇrapllical distribution of naulLliniellid poly ｃｌｌａｅｌｅｓ CSo ｕrｃｅ:Miura and Laubicr. 】989，199 ● ； Miｕrａ ａｎｄ

Ohla. 1991 ； Blake. 1993 : Mi･ira ａｎｄ Hashimoto. 1993 : Mi ｕrａ， personal ｃｏｍ ｍｕｎｉｃａｌｉｏｎ｝
一
口:Olf Hatsushima

Sile. ●:Seep community. ▲: Ｖｅｎｌｃｏｍ ｍｕnily. ０: ＣｈａracleliｓlicｓＱｆｃＱｍｍｌｌｌｉｌyi ｓｌｎｉ｛lenliad.

図 ３ り ロ コ 厶 シ抖 多［1瓢 の 分li 。 ●: 冷 水 功 出 嵋 生物 潛ｌ ． ▲ ；熱 水 哨 山 孔 生 物ａ･災

Fig.3 Geogl･al ）111g:al (lislribuEton 0r ll｡lyn｡i,l p｡1ychaele ｓ fl･0111 che1110syｎｌｋ ｌｋ･ co111nlullilies （Ｓ。･1rａ:Pcllil ｘ）ｎｃ，

IE咄1.1985a.1985b.1986.188. 】銘S : T11nlliclirrｃ.19 躬5.1988 : Mi･|ra alld Itashimolo. 1991b:|lashilnoloalld

Fujikura.  1992 ； lksllnl 吋resfxij.｡19!i･ll. ●:SecI ｝coIIIIlllll,砌,. Ａ : Vc111 co111111ｕllily.
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Hashimoto,  1991.  1993 ； Desbruydres et aX･｡ 1994)｡ 宿

主 種 は ， そ れ ぞ れ の 群 集 で す べ て 異 な る 。 そ し て ，

Brachipolynoe は 熱 水 噴 出 孔 生 物 群 集 以 外 か ら は 認 め

ら れ て い な い 。 ウ ロ コ ム シ 科 の 分 布 は ， 束 太 平 洋 而 澎 に

沿 っ た 熱 水 喰 出 孔 生 物 群 集(Pettibone,  1984,  1985a,

1985b ； Tunnicliffe lg aZ.｡1985 ； Tunnicliffe, 1988) ，

Ｍ ａrｉａｎａ Trough (Pet ｌｉｂｏｎｅ，1989) ，ＦＩｏｒida Escarp-

ment で( Ｐｃttib《)ｎｅ，1986)( 図3) ， ＦＩｏrida Escarp-

ｍｅｌt 以 外 は す べ て 為 水 喰 出 孔 生 物 群 築 で あ る こ と か

ら ， 本 科 の 分 布 の 中 心 は 熱 水 噴 出 孔 生 物 群 集 と 判 断 で き

る 。

マ リ ア ナ イ ト エ ラ ゴ カ イParalvinei 血 加･ssieri はMa-

｢iana Ｔrｏｕgh に も 出 現 し て い る(Desbr ｕyar ｅｓ and

Ｌａｕbie ｒ.1989) 。 ま た ， 本 部 が 跼 す る ヱ ラ ゴ カ イ科

Al ｖｉｎｃⅢｄａｅ は 東 太 平 洋 梅 膨 に 沿 っ た 熟 水 喰 出 孔 生 物

群 簗 に 分 布 し(De ｓbｒｕｙaｒｅｓ and Laubier, 1980 ，1982 ，

1986 ；Ｔｕnnicliffeelal｡ 】985 ；Ｔｕnnic 】ifie,j988) ， ま た

熱 水 チ ム ニ ー の 外 聖 と い っ た 最 も 熱 水 噴 出 現 象 の 影 響 を

強 く 受 け る 所 に 生 息 し て い る こ と か ら も ， 本 科 は ， 高 温

の 熱 水 噴 出 現 象 が 存 在 す る 熱 水 噴 出 孔 生 物 群 集 に 岡 有 の

yｊ ＆

科 であ る（三浦，1991 ）。

｛2｝ ハ オリムシ勧物(Vcstimentifcra)

ハ オ リムシ動物は 世界中 の多 様 な タ イプ の化学 合成生

物 群築に 分布 し（図4 ），ま た，これま で欠|ら れ ているす

べて の狸 が化学 合成細 図を 共生 させた粍 立栄 養動物 であ

るこ とから(Fisher,  1990), 初 島 沖・沖 ノ山 堆 ・ 南奄西

海丘 に分 布 する種 も化学 合成 生物 群･集 に固 有 の助物 であ

る 可能性 が高 い。 それ ゆえ ， こ れまで採築 さ れな がらも

化 学 合成 生 物 群 集 の 存 在 が 確認 され て いな い 南 米 沖

（Ｍａａｅ-Ｇａrｚ６ｎ and Ｍｏｎtｅr０,1985 ） や 力 りフ ォ ルニ ア

沖（Webb,1969 ）に も化学 合成 生物 群災か存 在 する と考

えら れるか， 今 のところ 報告 がない。

（3） 腹 足綱 （Ｇａstrｏｐｏｄａ）

初 鳥 沖 か ら 出 現 し た ワ タ ソ コ ヤ ド リ カ サ ガ イ

Serrad ㎝la  vestime;夕2Xφ Γicola は 他 か ら山 現 し てお ら

ず，ウ タ ソ コ ア ミ ガ サ ガ イ モ ド キ ∂α詒冫。ｃ。■laea

･tipponica は ，初島沖 と沖 ノ山 堆に共通 に山 現 している。

ｊα筬μz（ｓ ａａ 属 はB.  nipponica を 橈 式狸 と して創 設 さ

れ，同 属 で は 伊 平 屋 海 僧 にB.  secu夕,心 が 分 布 す る

（Ok ｕtａｎｉｅＸα1｡1993a ）。 シ ンカ イシ タダ ミMargariles

図 ４･ ヽ滄･l ム シ 動物 の 分布 。f 」: 初 鳥 沖 ． ● ：冷 水 湧 出 慴 生物 絳 襲 ， ▲ ：為 水 哨| 財L 唯 物 俳 集 ， £ ：腐 敵 物 唯 積 ． ０ ：化 学

介成 牛.勧1711 未 確 認

|.` ig.ｉ Geographical distribution 01 vcslimcnlifcrair -worms gSo ｕrｔｅ:Webb, 1qe9 ；Jone ｓ，198S ； Ｍａｉｅ｡Ｇａr・６ｎ ａｌｄ

Moult;ro,  1D85 : |’laｓhj11010 el al. ，1989.1990.1993b ；Ohla ，1990a : So ｕlhｗal･d ， 1991 ；】tashtmoto and Fujikura.

1992 : Dando 11 ㎡･. 1992 : Fujikur? Ｓ ａｊ.，19921. 囗:The Ofl Ilals ・5himi Sile. ●: Ｓｅｅｐ ｃｏｍ巾lnjly. ▲:Vent

ｃＩ･immunity.: 【】ｅｃｏｍｐ,jsiliollof 岩rａｉｎｓ,（.）:Ｃ】Iiaraclerislics ｏrｃもlllmlnily as yel unidentified.



図5 Lepelodrilidae 科裂 足頚の分布．▲：熱水畷出孔生物群災

FLg.  5 Geographic distribution of lepetodrilid limpets (Source : McLean, 19e8 ； 1993 ； Ｏｋｌｌａｎｉ ｌｌ ａｌ..1993a ；

Ｄｅｓbrｕyirｅｓ el ㎡.，19941. ▲: Ｖｅｎｌ ｃｏｍｍｕnily･

shinkai は 初 島沖 と沖 ノ山 堆 の他に伊 是 名海 穴から も認

められる(Ok ｕtａｎ１４ｇａｌ.,1993a) 。

X》μncturella  parりinobiiis, Li?μIM ｒjlas μj)ｕjc 心 は ，

南 奄 西 海 丘 以 外 か ら は 確 認 さ れ て い な い。Ｒ

parvinobilis が 属 する コ ウ ダカ スカ シ ガ イ属 は，化 学 合

成 生物群 集に 固有 な分類群 ではな いが，伊是 名海 穴にＰ

ｒ汕α£ｘ4?夕laensis が 分 布 してい る(Okutani gl ㎡｡1993

a) 。 ム μρ卵ja ｓ が 暝 するLepetodridae 科 は ， 東 太平

洋 海澎に 沿･5 だ熟 水喰山孔生 物 群集か らL.  elevalus の

ほ か多和 が紀 載 され( ＭｃＬｅａｎｊ９８叺1993) ，£,＆, 凹 地ｓ

はMariana Ｔｒｏｕgh とLau Basin に も 分布 し てい る

(Ｄｅｓbrｕｙ酣ｅs4μal｡1994)  (図5) 。 こ れらはす ぺ て熱 水

噴山孑L生 物 群集 であり， 本科は 熱水 噴山孔生物 群襲 に岡

有な 科 と 考え ら れ る。 ま た，シ ンカ イサ ン シ 。ウ ガ イ

Canlrainea μmsleci は ， 最近 の調 査で伊平屋 海廿Ｕ匕部

の水 傑l,000m に 新 たに 見つか･, た 熱 水喰出 孔生物 群 襲

( 門 馬 ほか，1996) か ら も採集さ れてい る。

腹 足類 では ， サ ガ ミハイカプリニ ナProvaima  glabra

が 初 島沖 ，沖 ノ山准， 南 奄内 海 丘から唯一 具通 に出現 し

たが， 伊平Ｍ 海嶺・ 伊楚 名海 穴に も分布し ている ことか

ら(Ok ｕtａｎｉ測 ぷ.j993a) ， 日 本周辺の化乍 合成生物 群

集に 固 行な和 と思 われる。 本種 か叫する ハ イカ ブリニ ナ

科P ｒｏｖａｎｎｉｄａｅは世 界各 地 の群集 から 報告 され てい る

(Ｗａr６ｎ and Bouchet, 19 魴,1989 ；Ok ｕｌａｎｉａｎｄ Ｏｈtａ，

1988 ； Okulani. 1990 ； Bouchet al] ｄ Wartn 1991 ；

Wartn and Ponder, 1991:Ok ｕtanigXal.,1992b,1993a)

(IS16) 。 し かしな がら， 化学合成生物 群集が認 められ て

いない メ キシコ湾。 パナマ沖。力 りフ・ ルニ ア沖 から も

採 集 さ れ て お り<Dall,  1908.  1918 ； War6n ａｎｄ

Ｂｏｕｃｈｅt.1989)(1 蚓6) ， 化 学合成生物 群集に固 有な科 と

は断定 されない。 しかし，本科の多 くは化学 合成 生勧群

集から採 集 されており， その分布 も熱 水・冷水 一天然ガ

ス湧出域 と多様 な タイプにわ たっている。

サ ガ ミ マ ンジ ガ イ ＯＩＩｃ卯 ＆l sagamiana と 丹り･啣ａｒ一

hynchus  buccinoides は ， 初鳥沖以外 からは認 めら れて

いな い。 こ れ｡ら 両種 が属 する クダ マ キガ イ科 ＴｕI･ridae

は 化 学 合成 生物 群集 に|网有では な い が，(汕･ａ鈿la 属 の

・ の｜種 Ｑ.嵋Ｉsαｇａπzｓ は 梅 形 洶111 か ら 出 現 す る

(Okutani ｌｊ㎡｡1993a) 。Phymor, りｌ,ａ｡ ａ 叫 の睡は.

North Fiji Basin(Ok ｕlani and Ohta. 1993) ，

Ｇａ】ａｐａｇｏs Rifl,  sti 太ｆ 洋洵膨13 °N. 21 °Ｎ 。Juan ｄｅ

Fuca. 人 内 洋巾 火海 嶺23 °Ｎ に 分４'す る(Warthi and

Bouchet. 1989) 。 そ ＬてNo  rlli Fiji Basin の Ｒ starmeri

は ， 熱 水Iln出 孔 唯物 群災に それほ ど多 く生息 するわけ で

jj夕



図 ６･･ ４ カ プ リ ニ ナ抖 馥 足 頚 の 分 布 ．［] ：初 島 沖 ， ● ：冷 水 湧 出帯 生 勧 扉Ｓ ， Ａ ：熱 水 噴 出孔 生 物 群 集， ０ ：化 学 合 成 生 物

犀 集 未確 認

Fig. ６ Geographic distribution ０１ ｐrx)ｖａｎxlid gaｓlrclｘｘjｓ{ＳＱＩr℃ｅ:Dall.1908 ，1918 ； Ｗａr４ｎ and Bouchet. 19 汨6，1989 ；

Okulani ａｎｄ Ohta. 1988 ；Okulaai ，1990 ；Ｂ４ｃｋ.1991 ； Bouchct and Ｗａr6n. 1991 ； Wartn and Ponder. 1991 ；

Ｏｋｌtａｎｉ etal･. 1992b. 1993a}. ［]:The 01f Halsushima Site. ●:Seep  o・mmljnity. ▲:Vcnl ｃｏｓ111ｕnity. ０:

Ｃｈａrａｃtｅriｓlicｓ of community as y ｅt unidentified.

は な く ゲ スト種 と し て 扱 わ れ て い る 【Okutani and

Ｏｈtａ,】993）。

｛43 二 枚 貝綱 （Bj ｖalｖia）

シ ロウリガ イは初島沖 りII ノ|||堆 の ほ かに も，同じ柑

模湾の相模誨丘，三崎海丘， 三浦海 丘に 群生地 が確認さ

れている（Ｆｕjjkｕraelal･｡1991 ）。なお，ｍｔＤＮＡ 解析に

より シロウリガ イは ２種に区illで きる ことが示唆 されて

い るが(Kojiraa ｓl ｓl｡ 1995 ）， 本研究 で扱 ったサンプル

およ び写 貞からは只別され てい ない。鹵 奄内 滴6; か ら 採

襲され てい るヱ冫セ イシロウりガ イは，最近 の調在 で円

|啝lj・ 戸 海 丘と足摺海丘に も分4j･す る ことが判明し てい

る（藤介ほ か，j995b ）。 シロウりガ イ屆 のほ とんどは化

学合成ｔ.勧 群集 から採集されており（図7 ），ガ ラパ ゴス

シロ ウりガ イＣ ｓαg71呎ａx， カ４ コウ シロ ウ リガ イ Ｃ

加丿舫j ， テンリ・ ウシロウりガ イC  iaubtert は 鰓 内 に 共

生 す る化乍 合成§|ll・ か ら 栄 養を摂 収 してい る（Ｆｉｌｌａ-

Ｍ ＆lioni all（IMai ｖjeｒ. ）986 ; Fiala MCdioni gl al｡

1993 ）。しか し。テンリ。ウンロウ りガ イの胃内 容物に は

jl潼 が存在 することから 消化 器系は機能 してお り，化学

合成細 菌から の栄 養摂 収 とデトリ タ ス食を併 川し ている

( Ｌｅ Pennec ａｎｄ Fiala-M6dioni, 1988) 。 チ リ 沖 か ら 記

載 さ れ た Ｃ ａ・siraiis は ， 分 ４'xlﾓ態 は 観 察 さ れ て い な い

が 。 鰓 内 に 共 心 細 菌 を 有 す る こ と か ら 化 学 合 成 生 物 群 集

の 存 在 が 示 唆 さ れ て い る(St ｕａrｄｏ and Yaldovinos,

1988) 。最 近 で は ，Ｍ ｏｎｌｅrｅy Ｂａy の 冷 水 湧 山 帯xIﾓ 物 酊 襲

か ら ， 複 数(C  kiimeri,  C.  packa ・■diana. ワ ダ ッ ミ ウ

リ ガ イ Ｃ. 鈿cj βａ. Ｃsla2r ｓsij, Ｃ ｇ,･gas,  Calyfitogena 未

記 載 種) が 』11現 し て い る( Ｂａｒｒｙ ｓlal.,in p ｒｅｓｓ) 。 し か

し な が ら ， ワ ダ ッ ミ ウlj ガ イ,  C  ponderosa,  C. kilmeri

は ， 化 学 合 成 生 物 群 集 の 存 在 は 鯉 め ら れ て い な い 地 点 か

ら 採 集 さ れ て い る(Dall,  1891｡1916 ； Ｗ ｏｏｄrｉｎｇ.1938 ；

ＢＱｓｓ,1968:Bcrna 】･d,1974 〕。 し た が 一って ， シ ロ ウ リ ガ イ

屆 は 化 学 合 成 生 物 群 集 に 固 有 と は 断 定 さ れ な い か ， 代 表

的 な グ ル ー プ で あ る こ と は 確 か で ， 熱 水 ， 冷 水 と い っ た

群 集 の タ イ プ と 無 闥 係 に 出 現 す る 。

シ 冫 カ イ ヒ バ リ ガ イ 煩 は ，||!･Ｗ 各 地 の 俳 集 に5Mj･ し て

お り( Ｋｅｎｋ and Ｗｉｌｓｏｎ. 1qS5 ； ＧrassIc. 1986 : |le ｓｓlel･

alld　1. ０ｎｓdalc.1991 ； Desbruy&res　 呶aj｡1994 ；

|laｓhi1110to alld Ok ｕtalli. 1994 : Ｖｏｎ Coscl 1j aj｡

1994}｡ そ し て ， ガ ラ ペ ゴ ス シ ン カ ４ ヒ パ リ ガ イ 召。



図 ７ シ ロ ウ りが ４ 屆 二 枚 貝 の 分 布 ． 囗 ：初 島 沖 ， ● ：冷 水 湧 出帯 生 鋤 群 集 ， Ａ ：熱水 噴 出孔 生 物 群 襲 ． ０ ：化 学 合 戚 生 物 辟

集 未 確 記

Ｆｊｇ.７ Ｇｅ０１『aphic distribution of a6･pl 咾ejm bivalves  (Source : Dall. 1891 ，1895.1903.1916 : Crick  may. 1929 ；So ｓs，

196S ；Tjba.1972 ；Ｏｂｅr】ｉｎ８ and Ｂｏ魴.197a : Ｂｅrｎａrｄ. 1974 ； １０ss ｌｎｄ Ｔｕrｌｅr，1980 ；Ｓｃａr】lalo. ISS1 : ＫｅｌｎｉｃｕＵ

ｌ ｓXｓ廴1S ＆5；Ｏｋｕｌａｎｉａｎｄ Ｍｅｌｊvier.l 鶉6:M6livier  ct at*  1986;  Sluardo  and Ｖａｌｄｏyiafミ1qS8 ；ＯＭａ.199ea ；

Tunniclifle. 1991 ； Okulant ｓl al･. 1992a, 1993b). 囗: Ｔｈｅ Ｏrl Halsvshi ・a Sile. ●:S ・iep community. ▲:Ycnl

ｃｏｍｍｕnily. ０:Characteristics of community ａｓ yel unidentified.

lalｒ7・０μljj・ｓ は鰓内に 共生細 圀を 保宵するが{ Ｒａｕａｎｄ

}ledges,1979 ； Fiala-MSdioni. 1988)｡ 化 学 合成和噛 か

ら 得られる栄 養を 補 充す るために微小有厳勧 も機 食して

お り完 全 な 独I･y宋 養 勁 物で は な いこ と が知 られ てい る

(ＰａｇｅＳ ａｊ｡199j) 。 シ ンカイヒバ リガ イ鰄二枚 貝は，化

学 合成 生物召集に のみ認 めら れ，特に熱水噴出 孔生物 群

壟を巾心 に分布 する傾向に あ る( 図8) 。

初 島沖から山 現 し た≡･シ ダッ キガ イモドキX.・61 ．。a

5･Ｇsんidai は ， これま でに も相 模湾におい て， シロウ リガ

イと 同 一 地 点 か ら 採!|! さ れ て い る(Okutani.  1962.

1966) 。 ま た, Lousiana Slope の 天 然ガ ス助山峨に も

£・cinoma  sp. が 忽 めら れており(Turner,  1985),  Fisher

(1990) は ， ツ キガ イLucinidae の す べ ての種 が化学

合成 細ｉ を保 有 す ることを 示唆 し。 硫化物濃 度は １μＭ

札 陵 の低濃度 で も生息 で きるとし ている。 そし て，沿 岸

峨 の内 冊に おい ては 開隙 水に ８ｍＭ の硫 化水素が存 在す

るこ とから(Fclichel alld Riedl､ 1970).t μM 1111度 の 硫

化物・ ａ 域は 堆納物が自I機 物遇 多にな るような内湾 や沿

i;l域 な どに 存在すると思 われ。 そのよ うな111に は ツキガ

k'-

イ科二枚 貝は生９ で きると考え られる。 このよ うな還元

的堆積物中 の群集を もとに，「Sulfide System 」 が 提唱

され（Ｆｅｎｃｈｅｌａｎｄ RiedL. 1970 ），これは テクトニ クスに

伴った化学合成生勧 群集と同 じ生態 系概念に位置づけら

れる。それ ゆえ， ヨシ ダッキガ イモド キは 初励沖でなけ

れば 生息で きない わけではない が， 低濃度の硫化物が存

在する「Sulfide System 」か ら付加 したと考え られる。

また， スヱヒロキ ヌタレガ イj4c ゐａr･ljlμhtisot･i は 独 立

栄養動物であり （人田，1990b ）， 本師が属する キヌタレ

ガ イ科 ＳＱｌｅｍyidae は 化 学合成生勧11 集 から採 集され て

いる例は多く, North Fiji Ba ｓinか らA.  aiinae が山 現

し(Mfitivier  and Von Cosel. 1993 ）， Ｍｏｎtｅrey Bay,

０ｒｅｇ。11 Subduction Zone にS 。＆ｓ卯 ｓp.（S ｕｅsseld.

1985 : Embley ｓl a1、 1990 ）， メ キシコ湾 のＬｏ･isiana

SIope に はS. ㎝,16 細ｓ か 分 布 廴 て い る（Ｔｕｒｎｅｒ.

1985 ）。また, 愚 兀的堆和物･IIか ら 採 災され たＳ,細,･ｓliｓ.

Ｓ. ｓl･ｓ. S. 細 心 ，Ｓ.μajj&l は 鰓 内に 共生匍|・ を144自･

Ｌ ており(Felbeck.  L&83 : Cavanaugh, 1983:C011 ｗay

ei al･｡ 1989, 1992 : Kuznetsov eh71.｡1991 ）， 海藻堆和に



【蔔 Ｓ シ ン カ ４ ヒ パJJ ガ イ屆 二 枚 貝 の 分 布 ． 口 ：初li 沖 ， ● ：冷 水 湧 出 帯 生 物ｌ 集． ▲ ： 鈷 水 噴 出 孔 生 物 群 集

Fig.  S Geographic distribution of Bathymc χHoJvs mussclcs f ｒｏrｌ ｃｈｅｍ{ｓ ｙｎtｈｅｌｉｃ communities (Source ごKenk and

Ｗｉｌｓａｎ.1981 ；Ｇrｌｓｓle，1986b ；lk ｓS)ｅr ａｎｄ Lonsdale. 1991 ； Hashi ・Iotｏ ａｌｄ Fujikura.  1992 : |･laｓｈｉｍ０１０ ａｏｄ

Okutani.  1994: Ｖｏｎ Cosel ●fal..19941. ［]:The Ofl llal ｓｕｓllima Site, ●:Seep community. ▲:Veal

community･

よる還元的環境にはＳｏｇｌｓヌ･ｓp.が2,660  inds./m1  £l上

の高密度で生,皀している【Rainerand Ｗａｄ】ey,1991）。

それゆえ，Ｎ・rth Fiji Basin を除くと冷水域や還元堆観

物域に多 く出現する。Fiｓher（1990 ）は， キヌタレガイ

科に属するすべての種が独立栄養動物であるわけではな

いが，共生細菌を保有する種は低濃度の硫化勧が堆租物

中に存在 すれぱ生息できるとしている。 したがって， 本

禰もヨシダッ キガイモドキ同様，「Sulfide System 」 か

ら，初島沖， 沖ノ山堆に付加した種と考えられる。

オウナガイＱ･nchocete  disjuncta も化学合成細菌を知

内に保有する独 立栄餐動物であり（太田. 1990b), 本種

が属する･ヽナシガイ科Th ｙａsiridaeの和も化学合成生

物群襲から採集されている例は多 く， オホーツク洵のパ

ラムシル島沖の水深770m にあ る群集で はConchocete

sp. が優占租となりており(Zonenshayn ｌｌ ａｌ.,1987），

東太平洋海澎21 °Ｎ やGuaymas Basin にも分布してい

る（Ｇrasｓlelfaj｡1985:Turner.  1985)。また, Thyasi 。

flexuosa, T. gouldi, T.  sarsiは化学今成細菌を保有して

いるが （Ｄａｎｄｏ ａｎｄ Southward,  1986 ； Spiro ll al｡

1986 : Ketd and Brand, 1986 ；Ｓｏｕlh､。ｌrd，j986）， ７.

μmjgi ｓｓ と7: 何回＆ は化学合成細|陶を保有していな

い（Ｄａｎｄｏ and Southward, 1986 ）。Fiｓher （1990 ） は ，

本科 もすべての和 が独 立栄 養動物 とは断 定 できない が，

低濃度 の硫化初が堆 積物111で は 生息 で きる としてい る。

し たが・ て，オウ ナガ イも「Sulfide System 亅 か らの付

加 種 と考え られる。

（5） 甲 殻綱 （Ｃｒｕｓtａｅｅａ）

Ａ吻 細細s  sp. 1 と 同 属祠 は，南 奄西海丘 か らjV ，。jgβａｓ

sp. 2 が 出 現 し た。 本属 は， 朿太 平洋海膨13 °Ｎ と21 °Ｎ

に固 有 種 のN. ｘｌ油ｌａｌ か ら謖 夊され た潤 で （Ｎｅｗｍａｎ，

1979 ），Ｎｏrlh Fiji Basin, Ｌａｕ Basin 【DesbniySres gj

aj｡ 】994）， 日光海山 （橋 本・鱗倉.  1992). 伊 平 屋 海嶺

（太田 ，19901 ）に も分 布 してい る。そして，本 喝の穐は ，

熱水喰山 孔生物SI 集 以外 からは認 められていな い。

初 島 沖 からlll現 し たAlvinocaris Iongiroslris は 南 奄

丙廊Fi;と 共皿 裲 であ り（菊 池，私 信），ま た，伊 平屋海 嶺

に も分布 してい る（Kjk ｕchiandOhta,1995 ）。 本羚が 睛

するA  Ivinocaris 属 は ， 化学合成 生物 群 集に|凋有 の鰔 と

され(Calkin ａｎｄ Ｍｏｓka ）ｅｖ,j990 〕｡ 人 西洋巾 央海 屬，

Ｇａ】apagos Rift. Louisiana Slope に も 分布 す る 【Wil-

iiams and Chace, 1982 ；Wil 】jamｓ,1988 ）。Atvinocaris

叫 が 屆 す るBI･esjljidae 科 は 化学 介成 生 物 群集 に 固有な



図9 Ble ｓiliidae 科 ヱビ の 分 布 ． 口 ：初 鳥 沖 ， ● ：冷 水 湧 出 僭 生 物 群 集 ， ▲ ：為 水 喰 出 孔 生 物 鬩 災

Fig-9 Geographic distribution of bresQiid shrimps lr ｇｍ chemosynthetic communities  (Souroc : Williams and

Ｃｈａｃｅ.19aZ ；William ｓ 皿 ｄ Ｒｏｎａ.| 吩6 : Williams, 1988 ； ○･iila. 1SOa ； Martin ａｎｄ Ｈssle ｒ.1 剪O ；Ｈａｓｈｉｍｏｌａ

and Fujikura. 1992 ；Ｈａshjmot ｏ ｇｌａｊ..1993a ； Ｄｅｓｂrｕyarｃｓ dl al..1994 ｝. 口: Ｔｈｅ Off Ｈａｌｓｕsbima Site.  ･:Seep

community. ▲:Veiil ｃｏｍ ｍｕnily-

科 ではない が, Mariana Ｔrｏｕgh （ Ｍａrtｉｎ and Hessler,

1990 ），ＮｏrthF りi Basin とLau  Basin  (Desbruy £resef

xxl.,1994），木曜 海山（橋 本・藤倉 ，1992 ）に 分布 し ている

（図9 ）。 初鵬沖 と Ｌ・ｕiｓｉａｎａ Slope 以 外 は 熱水 噴出 孔生

物 群集であ り。 化学 合成生 物 群集 のなか では熱 水喰 山孔

生 物 群 集 を･II 心 に 分 布 し て い る。 イ バ ラ モ エ ピ 屆

£･ebbeus sp. と同 隲種 は， ムwashin. がonianus が 南 奄西

海ri と 伊 平尾 淘備 に山現 し てい る(Kikuchi and Ohta.

1995 ）。属 レ ベルで は，化 学 合成 生物群集 に防1有 な 分類 黔

ではない が。柬 太平洋 洵澎13 °N, Lau  Basin, 木 曜 海山

にも同属 稠 が認 めら れてい る （de Saint Laurent. ）9e4:

Desbr ｕｙaresln21･｡1994  ;橋 本 ・藤倉, 1992) 。 そ し て，

初島沖 以外 は熱 水噴出 孔生 物 群集であ る こ とから，化 学

合成生 物 群集 のなか では 熱 水噴山孔 生物 群 集を巾心に 分

布し てい る。

南 奄 丙 淘 ｎ:か ら 山 現 Ｌ た エ ン セ イェ ソ イ バ ラガ ご

Puraiomis  jams  led お よ びＲＩＭｌｏｍ,’ｓ ｓｐ. Iは ， 他 の窰1

集 からは 認 められ てい ない。 ま た.IJI･14jM 海 嶺 ，Ｎｏｌ･th

Piji Basin, Lau Basin に も同 属 種が分布 し （太111.1990

a
 : Desbruy&res gj al｡ 1994)｡

そ の 他の 群集には 初島沖

や沖 ノ|||堆 の よ うに ゲスト種と して進 入している場 合が

多い。 シンカイコシオりエピ13  Munidopsis は化学合成

生物群築に固有の屆ではないが，世界各地の熱水噴出孔

生物群集（Wi Ⅲams ａｎｄ Ｖａ・ Dover. 1983 ； Williams.

1988 ；太・｡1990a ； Williams and Baba. 1989 ）とFlor-

ida Escarpment （11eckcr.1985 ）に分布することから，

熱水群集を主休に分布している。

Ｂｙlllograeidae はGalapagos Rilt の ｊｙljlagｒｓｅｇ

thermヌlyり跨を模式種として創設され。束太平洋洵澎13 °

N,  21°Ｎに分布する（Wi Ⅲａｍｓ,1980 : de Saint Laurent.

1984)。 本科の稻は海形淘1 1.1（蘊倉ほか，1993 ；大野|蠹

か，1996 ）｡水曜海|｡|』，日光海山 （橋本・藤倉，1992 ），

Mariana Trough  (Hessler ａｎｄ Ｍａｒlin. 19e9），大西洋

巾夬海嶺(Williams.  1988) の熱水噴山孔生勧群集に分

布しており （R110 ）， 熱水噴出孔生物群集に|詞有な科と

判断される。

以 上のような固 有性の検討結果から， 初島沖，沖ノ|||

堆。鹵奄西海丘に山現する化学合成唯物群襲の固宵種は

以ドの５つの範疇に区分でさる。

ａ：即レベルより高い分類 罸で固 有性が強く， その分

類群が十に熱水噴出孔生物群ｌ に分布する。

ｂ：種レベ ルより高い分類群で|.lil有性 が強く。その分



図10 Bylhogr ｉｅｉｄａｅ 科 ヵ ４ の 分 布． ▲ ：熱 水 明 出 孔 生 物 謌 襲

Fig.  10 GeoSfaphicdislrib ｕｌｉｏｌ ｏｆｂyｌｈｏＳrｌｅｊｄ ｃrａｂｓ ＣＳｏｕrｃｅ:Williams.  1980.  1988 ； ｄｅ Saint Lauren  I, 1984，19皀8:

Ｇｕinol.1981 ；Ｈｓｓler 拏ｎｄ Martin, 19 幗8:l ≒shir・olo ｓnd Fujikura. 1992 : Fujikura si <rf..  1993 : Ｄｅｓbrｕｙerｅs el

al..19943 ， ▲:Vent  coram  unity.

類群が主に冷水湧出帯生物群集に分布する。

ｃ：饐レベルより商い分類群で同有性が強く， その分

類昨が11集のタイプと無関係に分布する。

ｄ：種 レベルでlil･1有で，同属紬が主に熱水噴出孔生物

群集に分布する。

ｅ：和 レベルで|耐有で，同属鈩1がgl集のタイプと無闘

係に分布する。

となる。したがｰ｡て初島沖はａ-4裲,b-3 種,c-8 和,d-5

和，e-2 稠，沖ノ111堆はａ-3種.b-2 種，ｃ-6栩，d-l 種，

ｅ-l種｡11j奄西淘丘はａ-9種，ｃ-8種，d-7 蕀とい･｡ た構

成を示す（表| ）。このことから，南奄丙海丘は熱水l?集

に161有性を強く示す分類群が主体となりて勣物相か榊成

されているが，沖ノ|||堆lj熱水・冷水群集に共jlの分類

群が多く， そして初島沖は熱水・冷水君1集に共適の分蚯

群に加え，ａやｄに癶まれる和が多いことから，熱水群

染の閥有腔を強く示す動物群が多く認められる。初島沖

は， 柬QI豆早成火|||俳の火山柵動の影響を受けているこ

とやUIIIほか｡1991 ），匍 ﾄ 水゙の靤ljといった麗象が示暖

され（角杵4jか｡1994;. 錆色変色域の雌積物巾やシcjウ

りガイ群生地内で４ い肋 変jlW 咒常が,哂められている。

一一jまり，温度がlaいという点で熱水召集としての特鏈を

有するため，熱水に|躅有挫の強い動物扉が付加されてい

るのかもしれない。

４．化学合成生勧群集勳物相の共通性

４．１ 化学合成生勧畔集間

ｍ ●の共通性

群襲を構成する固自･種數は初鳥沖で23 獅となり，こ

れはI刺奄丙海丘より｜扣少なく沖 ノ||』堆よりは10 曷多

い( ぷ1) ．そして，沖ノ|||堆の13 種のうち12 種か初島

沖の共通饉であり． カヅキシンカイヒノ９ ガイのみか非

共通拜で，鹵 奄丙海【iからは21 種 のうちサガミハイカ

ブ リニ ナ． シ ンカ イヒ バ リガ イ, Alviuoca ・is long-･

irosirisの３種が初島沖と共・ 稲となる( 表|) ． サガミ

･ イヽカプlに ナとシンカイヒバリガ４は３か所 の化学合

成生物群襲すべてに共皿で， カヅキシンカイヒバりガイ

は沖ノ|11堆と南 愈西海 丘に共通となる( 表I) ．したがっ

て，約30km の距離しかない初島沖と沖ノ111堆の類似ｷIE

のみならず．初鳥沖，沖ノ|||堆と約1.350km 離れた沖縄

トラフの|刺奄内海｢;;1111に も八湎種が,ぽめられ( 友l). 地

即的に連続しない1刹竜西海li:と初鳥沖．沖 ノ|||堆にかっ

ては1jlらかの生物珀jll学的 な繋がりがあったことが本唆



閃ll　 日 本 周 辺 の 翼 な る 化 今 合 戚 生 匈 群 襲 問 に お け る 勁 物 相

の 類 似 性 か ら 兒 た 生 物 地 屶!学 的 繋 が り 。 口 ： 初 島 沖 、

● ：冷 水 湧 出 帯 生 物 群 集、 ▲ ：熱 水噴 出 孔 生 物 群 集

Fifi. 11 Ｂｉｏｇｅｏ黔aphic relationship from the fauna]

similarities between Ihe ｄｉｌｆｅrｅａt chemosynlholic

ｃａｍｍｕlitieｓ in Japanese waters. 囗: Ｏrf Hal ｓｕ･

shi 挧a　Sile. ●:Seep ｃｏｍ ｍｕnily. 蟲: Ｖｅｎｌ

community.

される【ｌ 】Ｕ)。

その他の群集との共適性を見ると， サガミハイカプリ

ニナ， ヘイトウシンカイヒバリガイ，カヅキシンカイヒ

バリガイ， シンカイシタダミは，01 平陬海嶺 もしくは伊

是 名 海 穴 に も 分 布 す る(Ok ｕtａｎｉ ｌｊ at.. 1993  a ；

Hashimoto　and　 Ｏｋｕtａｎｉ，1994) 。 南奄西海丘の

＆ac んφＱ徊laｓ μ11j恥ｓｓｅは伊是名洵穴， 陶形海|｣|や

(Miura ａｎｄ Hashimoto. 1991) ，7,000km 以上離れた

North　F りｉ　ＢａｓinとJLau　 Ｂａｓinにも分布している

(Desbruygres gl al.,1994) 。|司ｌ く|剌屯西海r1 からa!現

す るマりフナイトエラゴカイは伊是名海穴 や(Mi ｕｒａ

and Oh  la, 1991)，3.000km 離れたMariana  Ti･・ｕgh に

も分布している(Desbr ｕyerｅs and Laubicr. 1989)。こ

れらのことから，相模湾と沖鞨トラフ111jにも何らかの生

物圸珂!学的な繋がりがあ ったことを示しているが。柵|模

湾と小笠原諸島海域lalには認められない( 図)l) 。 一乃'

で， 沖 縄 ト ラ フ と は，小 筈 原 諸 島 海 域,, Mariana

Trough.  North Fiji Basil･i, Ldu Baｓin とも繋がりを示し

ている( 図11) 。

化学合成生物膺集の動物犲|のJtijﾔIEは，||!界111の群ll

にも認 められる。 Ｎｇ山Mj 囗3asin とＬａｕ 】3aｓjllは約

図12 太 平 洋 の 異 な る 化 学 合 成 生 勧 俳 集 間 にお け る 動物 杣 の

類 以 性 か ら 見 た生 勧 地 理 学 的 繋 が り

Fig.  12 ＢｉＯｇｅｏｇrａｐｈｉｃ relationship from ｌｈｅ ｆａｕｎａｌ

similarities ｂｅtｗｅｅｎ the d Ⅲerent ｃｈｅｍｏｓyｎthetｉｃ

communities in t ｈｅ Pacific ocoan.

】,300km 離 れ て お り>  North Fiji Basin か ら は26 極 ，

Ｌａｕ Ba ｓin か ら は34 種 が 山 現 し ， そ の う ち17 種 が 共 通

種 と な る( Ｄｅｓbｒｕyar ｅs ａ ａｌ.,1994) 。 ま た ， 太 平 洋 に お

い て は ， 多 毛 類 のj4m μ･isamytha  galapagez･ 柚 ，

Brach  ipoly.・oe  pelliboncae* 腹 足 類 の £epetodrilus

elevatus, シ ン カ イ フ ネ ア マ ガ イShinkaitepas

朏 汲・tensis. ア ル ピ ン ガ イAiviniconcita  hessterit  a モ

ッ ヘ グィ ニ ナIfremeria naulilci の よ う に 遠 距 離 間 の 群

集 に 具 通 に 出 裂 す る 種 も 多 い こ と か ら ， 太 平 洋 に お い て

は 日 本 周 辺 を 含 め た 西 太 平 洋 ，li 西 太 平 洋 ， 東 太 平 洋 と

い･i た 地ji 的 に 不 連 続 な 群 集 閼 に も,  Hessler  and

Ｌｃｎｓdale(1991) か 示 す よ う に 生 物 地 鯉 学 的 な 関 迷 性 を

示 唆 し て い る( 図12) 。

(2) 科 の 共 通 性

初 Ｑ 沖・ 集 ， 沖 ノLII堆 群 集 ， 鹵 毫 西 海 丘 酊ｌ か ら 出 現

す る 抖 と ， 他 の 群 集 の 科 に つ い て 共 通 性 を 共 通 係 数

(ＣＣ) を 用 い て 比 鮫 す る と,  Oregon Subduction Z011e

とMonlcrey Bay と のJ1 辿?li は 。|;;|む冷 水 昨 で あ る 沖 ノ

ljl堆 暦 集 と のISj で 高 く ， 熱 水 性 で あ る 南 毫 丙 海ai 呷槊 と

は 低 く な り ， 初 鳥 沖 群 襲 は そ の ほ ぽ 中 間 と な る( 尖2) 。

一一ゐ‘で ，Ｍ ａrｉａｎａ Ｔ ｍ ｕgh, ＮｏrthnjiBa ｓin.Lal･Basin.

(;ａｌａｐａｇａｓ Rirt と い っ た 熱 水 喰 出 孔 生 物 群 集 と の 共il

flり まJ乂 対 と な り 。 や は り 初j:911 群 集 は111 間 と な る( 衣

2) 。 そ し て 。 化 乍 介 成 生 物 群 集 の 中 で も ， 冷 水 群 集Ill]、

熱 水 群 集 間 で そ れ ぞ れ 共 通 梶 か 尚 く な る 頤|;･jが あ り ， 初

島 沖 で は 熱4 く噴 出 孔 こ そ 認 め ら れ な い が ，i,l 所 的 に 海 底



表 ２ 初 島 沖 ・ 沖 ノ 山堆 ・ 商 竜 西 晦 丘 の ３化 学 合 成 生 物 群 集 か ら 出 現 す る

科 と 世 界 各 地 の 化 学 合 成 生 勧 群 集 か ら 出裂 す る 科 の 共廼 係 敷 ＣＣＣ)

(J 軾Car ｄ.1qa2) の比 較

Table ２ Ｃｏｍｐａriｓｉｏｎｓ of the coefficient ０１ community { Ｃｑ( Ｊａｃｃａrd.

1902) ｂy family between three ｃｈｅ皿(ｘ ｙｎtｈｅtｋ eomm Ⅲiilieｓ

叫ｌｅ Minami-Emei Knoll. t ｉｅ Okinoyama Bank Site and the

01f　Hals ｕshima　Sit ｅ３　and　other　 ｃｈｅｍａsynlhelic

cχ】mmunities  in the  world.

堆積物下の高い温度異常が認められ， 熟水性と冷水柱が

破合Ｌた群集であることに起因し，山者との共通性があ

るのかもしれない．

{3} 高次分類群の共通性

初』洳llから山現する陋|付祕の高次分類群は，多毛輒

･ オヽりムシ鳬牝 顫足枷，･. 教員綱，叩殻綱の５分類群

にわた，て川現し，|句奄西海丘と一敢していた( 表|) ．

他 の化 学合 成生 物g7 集の 高次 分類 群は. Oregon

Subduction Ｚｏｌｌｅで･･ オリムシ動物．・ 足枷，1 枚貝

丿柘

綱, 甲 殻 綱 か ら成 り立 ち(Suess  et al｡1985), Ｍｏｎteｒｅy

Ｂａｙでは。 多 毛 綱と行鬚 動物 Ｐｏｇｏｎｏｐｈｏrａ も出現 す る

(Ｅｍｂｌｅｙμal｡1990) 。 ま た, Mariana Trough か ら は，

/ヽオ リ ム シ動物 を 欠 く が，花 虫綱 Ａｎｌｈｏｚｏａ　と無 板 軻

Aplacophora が出 現 し(Hessler and Lonsdale, 1991) ，

そ の他 の４綱は初 島沖 と共通 してい る。Ｇａｌａｐａｇ・ｓ Rirt

で は ，初 島沖から山 現 し た綱 に加え， 花虫 綱， 無板綱，

脇鰓 綱 Ｅｎｌropne ｕstａ が 出 現 する( Ｔｕnnicliffe,1991) 。

こ のよ うに，冷水 ・熱 水 群集 では固付種 の勣 物相 が属 す

る高次分 類群は限ら れ， ほ とんどの群 襲に共 通な 高次分

飢 群 として多 毛昿 有顛助 物( ハ オリ ムシ動 物は 独立 し

た門と して扱われ る見解 もあ るが，最近 では 有顳 勁物門

の巾 のｌ 群として扱 わ れるこ とが多い) ，腹足綱 ，二枚貝

綱 ，叩 殻 綱 と い った選 択 的な分 類 群か ら形 成 さ れ てい

る。

４．２ 化 学合成生 物群集 一非 化学合成 生物 群集 間

非 化学 合成生物 群 集の動物 相 は12 纃 に わ たっ て山 裂

し た化 学合成 生物 群集の固向･種 が属 する高次 分類 群 で，

非化学 合成生 物 群集には認 めら れな かったのは ， ハ オリ

ムシ勣 物 のみ であ うた(M113) 。 非 化学 合成生物 群 集 か

らの ゲ スト稲 の生 息倫度は， 前報 で示 したよ うに 極 め て

低い ことか ら( 職 倉 ほか，1995a) ， 初 島沖や沖 ノ|｣|堆 の

化学介成 生物 群集内 に観察 される ことは 偶然枇に よ ると

ころが 人きい。 そして, North F りｉ Basin で は ウ デポ ッ

ヒト デ科 Ｂriｓingidae の Ｉ 種や イ ソギ ンチャク順 が認 め

られ( 橘 本ほか，1989) ，南 海 トラフでは ユ ムシ綱 ，花虫

綱 ，叩殻輒 ヒ ト デ綱， ナマコ綱 に鵬 す る郤，Ｈ 本海溝

でも花虫綱， ウ ミユリ綱 ，ヒ ト デ綱 ， クモヒト デ棚， ナ

マコ綱の抔 が出 現 し(Oht ａ and Laubier, 1987), こ れ ら

は分 布型から み てゲ スト秤と判断 で きる。Florida E ｓ･

ｃａrｐｍｅｎt に もゲ スト挿 と し て花 虫綢と叩 殿 綱 の和が 分



布している。このように多様な動勧群の挧が，化学合成

生物群集内に一時的にせよ侵入しているが，これらが大

きな個体群を形成するためには長期問滞在している必要

があると思われる。そのためには，大最に存在する硫化

物などに対する抗毒隷能や有効il｣用，熟水噴出孔生物群

集では高洫に抵抗する必要があろう。

５．お わ り に

以上のような研究から，相模磯初島沖を主体に，化学

合成生物群集の動物相の特属性が示唆できた。特に，初

島沖群築は高い温度異常が認められ，熟水性・冷水性の

両方の群集の特徴を有するため，熱水嘖ｌ 孔生物群築に

特異的な動勧群が付加していることが示唆された。日本

周辺には，この砥かにも小笠原諸島海峨，沖縄｝ラフ，

南海トラフ，日本海渦，駿河湾などにも化学合成生物群

集が存在しており。これら日本周辺の化学合成生物の群

集生態学的特徴の総括的研究か要請される。そして，さ

らに地球の進化とリンクさせた研究によりて，このよう

な隧に満ちた化学合成生勧群集の起源と逃化過程を解明

することが今後重要となる。
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